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xy平面において，点Aは原点Oを中心とする半径 1の円周の第 1象限にある部分を
動き，点 Bは x軸上を動く。ただし，線分 ABの長さは 1であり，線分 ABは両端 A，
B以外の点 Cで円周と交わるものとする。

(1) θ = ∠AOBの取りうる値の範囲を求めよ。

(2) BCの長さを θで表せ。

(3) 線分 OBの中点をMとするとき，線分 CMの長さの範囲を求めよ。
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